
令和５年４月１日現在

32 分団

0 分団

0 隊

42 部

0 班

1,009 人

967 人

949 人

18 人

941 人

0 人

26 人

0 人

68 人

9 人

59 人

24 人

24 人

4 人

871 人

39 台

2 台

16 台

0 台

0 台

年額 64,000 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

0282-22-6766

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 栃木県
所在地

〒328-0012

市町村名 栃木市 栃木県栃木市平柳町一丁目34番5号

消防団事務所管 栃木市消防本部消防総務課 電話番号（直通） 0282-23-3527 FAX

消防団名 栃木市消防団 メールアドレス syoubou02@city.tochigi.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL https://www.city.tochigi.lg.jp/shoubou/

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和５年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載.

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

栃⽊市消防団藤岡第１分団が管轄地域にある栃⽊市⽴部
屋⼩学校にて特別授業を⾏いました。これは、⽕災の発⽣
しやすい時期を迎えるにあたり防⽕・防災意識の啓発を図
るとともに、⼦ども達に地元で活躍する消防団について学
んでもらうため、消防団と⼩学校で協⼒し例年実施してい
るものです。
はじめに消防団員の普段の活動や⽔害時の役割について

講義を受け、次に実際の⽕災現場に近い形で消防⾞による
放⽔を⾒学し、また団員の補助のもと、防⽕⾐を着⽤して
消防⾞からの放⽔や⽔消⽕器等を使った消⽕練習を体験し
ました。最後に⾞両・資機材を⾒学し、質疑応答を⾏いま
した。
⼦ども達は団員⾃らの経験を踏まえた講義を熱⼼に聞き、

積極的に⼿を挙げ質問をしていました。また、放⽔体験で
は消防⾞から出る⽔の勢いを間近にして歓声が上がるなど、
楽しみながら消防団について学んでいただくことができま
した。

地元小学校での消防団特別授業
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